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ケーススタディ 応⽤問題 第 1 回 
 
 
■弘前⼤学医学科 AOⅡ 第 2 次選考の内容 (2018 年度⼊試受験報告書より) 
レポート⽤紙 B4 36 ⾏ 1 枚 (1500 字前後) 初めに詳しい説明がある。 
 
■設問 
⾼齢化社会において、介護 ⾼齢者の貧困や犯罪、孤独死といった問題が深刻化する中で、
未来を担う若い世代として、 どういう社会をつくり、そのために何をすべきか。 
シナリオの要約 
60 歳の A ⽒が 83 歳の⺟親の介護をするというストーリー。A ⽒は⺟の介護のために仕事
を辞め、⺟を介護施設に⼊居させ介護する。やがて⺟が亡くなり介護を終えた A ⽒⾃⾝も
すでに 70 歳くらいで、⼈とのかかわりもない。⾃分の介護など、これからの⽣活に不安を
覚え悩む。 
 
■資料 
1.社会保障費給付費の推移 



2.社会保障費に占める⾼齢者関係費の割合の推移と所得に占める社会保障費の割合 

 
 
3.各国の⾼齢化率の推移 (~2060 年) 

 
 



4.孤独死を⾝近に感じる⼈の割合 

 
 
5.⽇本の⾼齢者世帯に占める単⾝世帯の割合 (都道府県別) 

 

 
 
 
 



6.⾼齢者が感じる不安の種類 

 
グラフ 1：高齢者の日常生活の不安 2）より作成 

 

 
 
 
 
 
 
 



7.⽣きがいを感じている⾼齢者の割合  



8.都道府県別⼀⼈暮らし⾼齢者率 

 
 



9.孤独死してから発⾒されるまでの⽇数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・東京都区部の孤独死件数 

 
 
 
  



10.介護を受けたい・最後を送りたい場所 

 
 
・介護者の年齢別割合 

 



11.平均寿命と健康寿命の折れ線グラフ (男⼥別) 

 

 
 
12.単⾝・夫婦・その他における⾼齢者の会話の量 

 

 

 



13.⽣活保護受給者の年代別内訳 

 
 
・年代別貧困率 

 



14.介護による離職率

 
 
 
 
・虐待発⽣の年齢別割合 

 
 

虐待者の年齢は、「50〜59 歳」が 25.8％と最も多く、次いで 70〜79 歳（「70〜74 歳」 と
「75〜79 歳」の合計）が 16.7%、「40〜49 歳」が 16.2％、60〜69 歳（「60〜64 歳」 と
「65〜69 歳」の合計）が 15.5%の順であった。 
 
 
 



15.様々な種類の社会参加⾏事ごとの参加者に占める⾼齢者の割合 

 
 
16.グループ参加を通し、何を感じたかについての⾼齢者の回答とその割合 

 

 
 
 



17.⽣涯学習の種類 

 
 

 
 
 
 
 



18.若者と交流を深めたいと答えた⾼齢者の割合 (帯グラフ)  

 
 


